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近
年
、高
齢
化
や
生
活
環
境
の
急
激

な
変
化
に
伴
い
、糖
尿
病
、が
ん
、心
臓

病
、脳
卒
中
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
生
活

習
慣
病
の
増
加
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
は
、生
活
習
慣
病
に
な
り
や

す
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該

当
者
と
そ
の
予
備
群
の
割
合
が
、８
年

連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
以
内
。そ
の

中
で
も
、本
市
は
男
性
が
ワ
ー
ス
ト
７

位
、女
性
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
状
態
が
続
く
と
、血
液
の
流
れ
が

悪
く
な
っ
て
、心
臓
発
作
や
脳
卒
中
に

つ
な
が
り
、死
亡
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。助
か
っ
た
と
し
て
も
、寝
た
き
り
や

介
護
が
必
要
に
な
る
な
ど
、不
自
由
な

生
活
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
部
健
康
推
進
課
の
小
田
島

保
健
師
は「
肥
満
は
大
人
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。市
内
小
学
５
年
生

の
肥
満
割
合
は
、全
国
平
均
と
比
較
し
、

男
子
が
約
１
・
５
倍
で
、女
子
は
約
２
倍

に
な
っ
て
お
り
、食
生
活
の
改
善
が
必

要
で
す
」と
子
ど
も
の
時
か
ら
注
意
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　

登
米
市
民
は
、運
動
習
慣
が
な
い
人

の
割
合
や
血
圧
が
高
く
、男
性
は「
喫
煙

率
」も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も
送
る
た

め
に
、健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　

※「データからみたみやぎの健康（平成29年度版）」、「平成29年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」､
　「平成28年国民健康・栄養調査」、「平成27年度特定健康診査・特定保健指導に関するデータ」より

※県内 35 市町村順位
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健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
の
改
善
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。生
活
習
慣
病
は
、毎
日
の
食
生
活

や
運
動
、禁
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
が

深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。生
活
習
慣

病
を
予
防
、改
善
す
る
た
め
に
は
、食

べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど
、生
活
習

慣
を
見
直
す
た
め
の
一
歩
を
、ど
の

よ
う
に
踏
み
出
す
か
が
大
切
。自
分

の
体
に
合
っ
た
方
法
を
選
択
す
る
こ

と
で
効
果
が
上
が
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
部
健
康
推
進
課
の
佐
藤

栄
養
士
は「
生
活
習
慣
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、仕

事
や
家
事
が
忙
し
く
、時
間
が
取
れ

な
か
っ
た
り
、一
度
取
り
組
ん
で
も

成
果
が
現
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、な

か
な
か
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

が
多
く
い
ま
す
」と
長
年
の
生
活
で

身
に
付
い
た
習
慣
を
変
え
る
難
し
さ

を
話
し
ま
す
。

　

し
か
し
、体
の
変
化
は
す
ぐ
に
現

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分

の
生
活
習
慣
を
変
え
る
た
め
に
は
、

自
分
が
ど
の
よ
う
に
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
か
を
考
え
、健
診
な
ど
で
体

の
状
態
を
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
。

自
分
の
体
に
は
何
が
必
要
な
の
か

を
知
る
こ
と
で
、効
果
的
な
取
り
組

み
に
つ
な
が
り
ま
す
。同
じ
目
的
を

持
っ
た
仲
間
や
家
族
と
協
力
し
、自

分
が
長
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

❶

❷
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　市は、毎食必ず野菜を食べることをお勧めしていま
す。
　国や県の健康栄養調査の結果では、１日の野菜摂取
目標量350㌘に対し、宮城県の平均摂取量は288㌘（県平
均）と、約70㌘（トマト半分程度）不足しています。不足
している野菜摂取量を補うために、市内事業所などと
連携し、野菜摂取量アップに取り組んでいます。
　毎日の食事に野菜を1皿プラスして、健康を意識し
た食生活が大切です。

特定健診会場では、保健活動推進員が普段の食生活を聞き、見直す
きっかけにつなげています。

市内道の駅、物産店やスーパーなどにポスターを掲載しています。

❸

　市の特定健診の結果では、例年受診者の３割近くが
高血圧で「要医療」判定になっているため、健診時に「尿
ナトカリ比（ナトリウム［塩分］／カリウム［野菜や果
物］）」を測定しています。尿ナトカリ比は、塩分摂取と
野菜摂取のバランスを表す指標です。食塩に含まれる
ナトリウムは血圧を上げ、野菜や果物などに含まれる
カリウムは、ナトリウムを排出し、血圧を下げる働きが
あります。塩分摂取量に対してカリウムをどれくらい
取っているかが血圧に大きく関係するため、尿ナトカ
リ比が高いと血圧も高くなります。
　県内でも登米市は、尿ナトカリ比が高い傾向にあり
ます。普段から適塩の食事を心掛け、カリウムが多く含
まれた食品を取ることがお勧めです。

「すこやかキッズ教室」で３・１・２弁当箱法に取り組む児童と保護者ら。

　「３・１・２弁当箱法」は、バランスよく食事をするた
め、弁当箱に主食３：主菜１：副菜２の割合で詰める方
法です。
　これは、昨年度市内の７小学校で９回開催された「す
こやかキッズ教室」で取り入れており、一食の中でバラ
ンスのいい食事の目安を簡単に知ることができます。
弁当に限らず、普段の食事でも３・１・２のバランスを
意識することで栄養が偏らないように気を付けること
ができます。

　イオンタウン佐沼を会場に、ウオーキング教室を実
施しています。専門講師が、効果的な歩き方や自宅でで
きる運動、元気を支える食の紹介など、健康に役立つ情
報が盛りだくさんです。運動不足が気になる、気軽に運
動を始めたいなど、健康づくりに取り組みたい人は、ぜ
ひご参加ください。

▶９月13 日（木）▶10 月５日（金）▶11 月15 日
（木）▶12 月13 日（木）▶平成31 年１月24 日（木）▶２月
14 日（木）▶３月13 日（水）

各回とも午前10 時～11 時（午前９時45 分から
受け付け）

イオンタウン佐沼（セントラルコート）
東北文化学園大学／佐藤敬

たか

広
ひ ろ

氏
タオル２枚（汗拭き・レッスン用）、飲み物
電話または電子メールで、事前に申し込み

ください

▶イオンタウン佐沼
☎0220（21）0609
▶市民生活部健康推進課（健康推進係）
☎0220（58）2116
死kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp

イオンタウン佐沼で定期的に開催している「タウンウオーキング」。

　

　受動喫煙は、多くの人の
健康に悪影響を与えます。
市では受動喫煙を防止する
ため、屋内の禁煙を呼び掛
けています。愛煙家の皆さ
んは家族をはじめ、周囲の
人にたばこの煙を吸わせな
いように注意してくださ
い。また、市内には禁煙治療
に保険が使える医療機関も
あるので、みんなの健康の
ために活用してください。

　

２
０
１
０
年
に
発
表
さ
れ
た
本

市
の
健
康
寿
命
は
、県
内
で
男
性
が

ワ
ー
ス
ト
２
位
、女
性
が
ワ
ー
ス
ト

３
位
と
、驚
く
ほ
ど
悪
い
数
値
で
し

た
。皆
さ
ん
の
意
識
改
善
に
よ
り
、15

年
に
は
男
性
が
18
位
、女
性
が
17
位

と
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、県
内
の
平
均
よ
り
は
短
く
、ま
だ

ま
だ
健
康
な
期
間
が
長
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。自
然
豊
か
な
登
米
市
の
環

境
を
生
か
し
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
続
け
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
は
、改
善
し
よ
う
と

思
っ
て
も
す
ぐ
に
結
果
は
出
ま
せ

ん
。毎
日
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。市
内
に
は
、自
分
に
合
っ
た
方
法

を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
、ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
健

康
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
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　「第12回登米市民文化祭」（登米市文化協会主催）は６
月30、７月１の両日、登米祝祭劇場で開かれ、約700人が
鑑賞に訪れました。
　ステージ発表は、２日間で35団体が舞踊やフラダン
スなど、75演目を披露。展示発表は、絵画や俳句、陶芸な
ど21団体が参加し、約200点の作品が展示されました。
畑
はた

山
や ま

信
の ぶ

子
こ

さん＝中田町神ノ木＝は「作品やステージが
どれもとても素晴らしかった。高校生がボランティアで
来場者の誘導のお世話をしている姿を見て、市民みん
なで作り上げた文化祭という感じがして、とてもいい
ですね」と感心していました。

作品展示やステージ発表により、市内の文化協会会員や
児童生徒が、日頃の文化活動の成果を披露しました。

市から協会へ直径約50㌢のステッカーを300枚贈呈。ロゴマーク
ステッカーが貼られたトラックが市内外を走り始めました。

　「みやぎ県北高速幹線道路見学会」（猪股組・只野建
設・木戸建設・大伸建設・宮城建設工業・日建工業主催）
は７月18 日、中田ＩＣ予定地で開かれ、宝江小学校（遠
藤麻

ま

由
ゆ

美
み

校長、児童120人）３、４年生36人の児童と地域
住民が今年12月に開通予定の現場を訪れました。
　見学会は、建設中道路の散策、建設機械体験や擬似的
な事故現場を体験できるＶＲ（バーチャルリアリティ）
などを実施。参加した佐久間心

み

夢
ゆ

さんは「パワーショベ
ルの運転席はレバーがいっぱいあって操作が大変そう
でした。普段できない体験ができて楽しかったです」と
話していました。

建設中の道路を散策する宝江小学校の児童たち。工事中の道路に
「すごい広いね」など、驚きの声が上がっていました。

講習会では、配線から照明器具の設置まで実施。住宅の電気工事
を想定し、図面を見ながら慎重に配線していました。

　「電気工事施工講習会」は７月４日、登米総合産業高
校（大内栄

えい

幸
こ う

校長、生徒590人）で開かれ、電気科１年の
生徒36人が電気工事に携わる技術者から、講義や実習
で技術を学びました。
　講習会は、地域の電気工事事業者と交流を深めるこ
とで、生徒の地元就職につなげたいと、登米電気工事事
業協同組合青年部が企画。登米総合産業高校では、講習
を機に国家資格の取得率向上を目指しています。参加
した伊藤諒

りょう

さん＝東和町米谷８区＝は「机の上での学
習と違い、工事は慎重さが大切だと感じました。今日の
経験を、今後に役立てたいです」と決意していました。

　第27回河北レガッタ2000（河北新報社・宮城県ボート
協会・とめ漕艇協会・市主催）は６月29日から７月１日ま
で、長沼ボート場で開かれ、中学生から社会人まで62ク
ルー178人が出場しました。
　多くの観戦者が声援を送る中、選手らは掛け声を出
しながら必死にボートを漕いでいました。佐沼中学校
と佐沼高校の３年生は、今回が最後の大会。応援に来て
いた佐沼高校ボート部親の会の大槻由

ゆ

香
か

里
り

さんは「暑
い中よく頑張ったと思います。３年生が引退し、これか
らは１年生の多いチームになりますが、先輩たちのよ
うに頑張ってほしい」とエールを送っていました。

全力を出し切った佐沼高校ボート部の選手らはゴール後、悔いの
ない笑顔を見せていました。

　「登米市シティプロモーションロゴマークステッカ
ー貼付トラック出発式」は７月19日、宮城県トラック協
会登米本吉支部で開かれ、関係者など約20人が参加しま
した。
　宮城県トラック協会登米本吉支部と連携し、ロゴマー
クステッカーを運送用トラックに貼ることで、市のＰ
Ｒやロゴマークのさらなる普及拡大につなげる取り組
みです。後藤益

ます

美
み

支部長は「トラックは毎日のように日
本各地へ仕事に出向いています。ステッカーが多くの
人の目に留まり、市の魅力を全国に発信していければ」
と力を込めました。

　第71回東北・北海道対抗柔道大会（東北柔道連盟・北
海道柔道連盟主催）は７月１日、迫体育館で開かれ、団
体と個人の部で熱戦が繰り広げられました。
　本大会は、毎年東北６県と北海道で交互に開催され、
今回は12年ぶりに宮城県で開催。親子で観戦に来てい
た鈴木聖

せい

一
い ち

さん＝栗原市＝は「こういった本格的な柔
道の大会を見に来たのは初めてです。小学生の息子が
柔道を始めたばかりだったので、レベルの高い試合を
見せたくて来ました。間近で見る大人同士の試合は、迫
力が違いますね」と白熱した試合に舌を巻いていまし
た。

一進一退の迫力ある試合に、大勢の観客が熱い視線を送ってい
ました。
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す
。

９
月
８
日（
土
）午
後
１
時

30
分

長
沼
ボ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス（
登
米
市
迫
町
北
方
字
天
形

１
１
４
―
２
）

❶
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
❷
施

設
の
内
覧
❸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
設

備
の
利
用
体
験
❹
記
念
講
演「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
た
ら
す
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化（
仮
）」▼
講

師
／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
金
メ
ダ
リ

ス
ト 

室む
ろ

伏ふ
し

広こ
う

治じ

氏　

【

先
着
１
０
０
人

教
育

委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

☎

　地震は防ぐことができない自然災害です。いつ起こるか予測
できませんが、備えることで被害を少なくすることができます。
　市は、お住まいの木造住宅の耐震診断、耐震改修などの助成事
業を実施しています。助成事業の件数には限りがありますので、
早めに申し込みください。

９
月
23
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

迫
体
育
館
、迫
公
民

館

▼
あ
き
ら
ち
ゃ

ん
＆
ジ
ャ
ン
プ
く
ん
あ
そ
び

び
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
＝
午
前

10
時
▼
人
形
劇「
ブ
レ
ー
メ

ン
の
音
楽
隊
」ほ
か
＝
❶
午

前
11
時
10
分
❷
午
後
１
時
▼

キ
ッ
ズ・
サ
ッ
カ
ー（
宮
城
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
）＝
❶
午
前

11
時
10
分（
対
象
は
４
、５

歳
児
25
人
）❷
午
後
１
時
10

分（
対
象
は
小
学
１
〜
３
年

生
30
人
）

午
前
11
時

〜
午
後
２
時
20
分

▼
あ
そ
び
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
体
験
コ
ー
ナ
ー（
紙
コ
ッ

プ
タ
ー
、お
り
が
み
ハ
ン
ド

ス
ピ
ナ
ー
）▼
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー（
抹
茶
、ド
ン
、油
麩
う

ど
ん
、パ
ン
）な
ど　

無
料（
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
は
有
料
）

上
靴

南
方
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

　

市
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ボ
ー
ト
競
技
参
加
国
の
事
前
キ
ャ

ン
プ
や
全
国
規
模
の
ボ
ー
ト
競

技
大
会
の
誘
致
を
は
じ
め
、練
習

会
、強
化
合
宿
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
や

団
体
活
動
、イ
ベ
ン
ト
開
催
を
支

援
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
、長
沼

ボ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
整
備

し
て
い
ま
す
。　

　

２
年
後
に
迫
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
機
運
の
向
上
と
当
施

設
の
利
用
促
進
に
向
け
、オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま

３
人
以
内

環
境
基
本
計
画
お
よ
び
環

境
の
保
全
に
関
す
る
事
項
を
審
議

し
ま
す

【

２
年
間次

の
全
て
に
該
当
す

る
人
▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、居

住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
人
▼
環

境
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、公
共

性
の
観
点
か
ら
意
見
を
言
え
る
人

▼
市
職
員
ま
た
は
市
議
会
議
員
で

な
い
人

次
の
❶
〜
❺
を
記
載

し
た
応
募
申
込
書
と
作
文
を
、市

民
生
活
部
環
境
課
ま
で
郵
送
か
持

参
、ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い

❶
氏
名
、性
別
、生
年
月
日
、住
所
、

電
話
番
号
❷
職
業
お
よ
び
勤
務
先

❸
経
歴（
職
歴
、学
歴
な
ど
）❹
社

会
活
動
の
状
況
❺
応
募
し
た
理
由

各
総
合
支

所
市
民
課
お
よ
び
市
民
生
活
部

環
境
課
で
配
布
し
ま
す
。市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
、任
意
様

式
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

「
環
境
の
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て（
環
境
の
保
全
、

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
）」と
題

し
、４
０
０
か
ら
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。作
文
様

式
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん

９
月
10
日（
月
）必
着

選
考
委
員
会
で
候
補

者
を
選
考
、決
定
し
ま
す
。選
考
結

果
は
、応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す

市
民
生

活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
６　

登
米
市

南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

死kankyo@
city.tom

e.m
iy

agi.jp

　　

市
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、全
て
の
運
転
免
許
を
自
主
返

納
し
た
人
に
、次
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

【

▼
代
替
交
通
手
段
と

し
て
、登
米
市
市
民
バ
ス
の
１
年

間
無
料
乗
車
券「
あ
し
が
る
く
ん
」

を
交
付
▼
感
謝
状
の
贈
呈

❶
警
察
署
の

窓
口（
公
安
委
員
会
）で
運
転
免
許

を
返
納
し
て
く
だ
さ
い

※
迫
・
中
田
・
米
山
・
石
越
・
南
方
の

人
は
佐
沼
警
察
署
に
、登
米
・
東

和
・
豊
里
・
津
山
の
人
は
、登
米
警

察
署
に
返
納
し
て
く
だ
さ
い（
警

察
署
か
ら「
申
請
に
よ
る
運
転
免

許
の
取
消
通
知
書
」が
交
付
さ
れ

ま
す
）。

❷
各
総
合
支
所
市
民
課
で
申
請
書

に
記
入
し
、取
消
通
知
書
の
写
し

と
証
明
写
真
１
枚（
縦
４
・
５
㌢
×

横
３
・
５
㌢
以
内
）を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。申
請
時
は
認
印
が
必
要

で
す

】市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８
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助
成
＝
全
受
給
者
▼
母
子・父
子
家

庭
医
療
費
助
成
＝
全
受
給
者

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
対
象
を
中
学
生
か
ら

高
校
生
世
代（
18
歳
に
な
っ
た
年

の
年
度
末
）ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、６
月
初
旬
に
登
録

申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、ま
だ
申
請
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、早
急
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。申
請
し
な
か
っ

た
場
合
は
、申
請
す
る
ま
で
医
療

費
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

平
成
12
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
登
録
申

請
書
▼
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
健

康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
▼
保

護
者
名
義
の
通
帳
の
写
し
▼
印
鑑

（
ス
タ
ン
プ
式
以
外
）

各
総
合
支
所
市
民
課

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
年
金
医
療
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

医
療
費
助
成
受
給
資
格
者
証
の

有
効
期
間
は
、そ
の
年
の
10
月
１
日

か
ら
翌
年
９
月
30
日
ま
で
の
１
年

間
で
す
。受
給
要
件
を
満
た
す
人
に

は
、新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
９
月

中
旬
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。手
続
き

は
不
要
で
す
。ま
た
、所
得
基
準
額

を
超
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、受
給

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
人
に

は
、そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
場
合

は
、受
給
要
件
が
確
認
で
き
な
い
た

め
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

◉

＝
確
定
申
告
、住
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す

◉

＝
同
意
書（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
よ
る
情
報
照
会
）、ま
た
は

所
得
証
明
書（
扶
養
人
数
や
税
控
除

額
が
分
か
る
も
の
）の
提
出
が
必
要

で
す

▼
子
ど
も

医
療
費
助
成
＝
受
給
資
格
者
証
の

有
効
期
間
が
、平
成
30
年
９
月
30
日

ま
で
の
人
▼
心
身
障
害
者
医
療
費

　

平
成
31
年
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。開
催
に
当
た
り
、式
の
運
営
に

協
力
し
て
も
ら
え
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）

午
後
１
時
開
式（
受
付
＝
午
前
11

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

平
成
10
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
で
❶
市
内
の
中
学
校
を
卒
業

❷
平
成
30
年
９
月
１
日
現
在
、市

内
に
住
所
が
あ
る
人

※
対
象
者
に
は
、11
月
に
案
内
状

を
送
付
し
ま
す（
案
内
状
が
12
月

上
旬
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

※
❶
❷
以
外
で
成
人
式
に
出
席
を

希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

実
行
委
員
の

活
動
は
、月
１
回
程
度
で
す
。協
力

い
た
だ
け
る
場
合
は
、９
月
20
日

（
木
）ま
で
に
電
話（
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）で
申
し
込
み
く

　

公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
、

指
定
管
理
者（
団
体
）を
募
集
し
ま

す
。個
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

９
月
21
日（
金
）

午
後
５
時

指
定
管
理

者
を
募
集
す
る
施
設
の
各
担
当
部

署
で
配
布
し
ま
す
。募
集
・
申
請
に

関
す
る
詳
細
は
、各
担
当
部
署
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

平
成
31
年
４
月
１
日

か
ら
５
年
間（
予
定
）

市
の
公
の
施
設
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
で
、書
類
お

よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
実
施

し
、各
施
設
の
管
理
運
営
に
最
も

適
し
た
団
体
を
候
補
者
に
選
定
し

ま
す
。そ
の
後
、市
議
会
で
の
承

認
を
受
け
、指
定
管
理
者
を
決
定

し
ま
す

☎

☎

だ
さ
い

教
育

委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課（
生

涯
学
習
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　

市
は
、女
性
が
職
場
や
地
域
の

中
で
活い

き
生い

き
と
活
動
す
る
た
め

に
、必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

市
内
に
在
住
す
る
20
〜
60

歳
代
の
女
性
40
人（
昼
の
部
、夜
の

部
各
20
人
）。２
講
座
以
上
を
受
講

し
た
人
に
修
了
証
を
授
与
し
ま
す

無
料

無
料
／
対
象
児
＝
生
後
１

〜
６
歳
の
未
就
学
児（
定
員
＝
５

人
程
度
）／
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
申
込
書
、ま

た
は
任
意
の
様
式
に
❶
住
所
❷
氏

名
❸
年
齢
❹
電
話
番
号
❺
お
子
さ

ま
の
氏
名
お
よ
び
年
齢（
託
児
希

望
の
場
合
）を
記
入
の
上
、郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
話
、電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

９
月
21
日（
金
）企

画

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１　

登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死shim
inkyodo@

city.tom
e.m
iyagi.jp

　

市
畜
産
共
進
会
は
７
月
10
日
、

南
方
農
畜
産
物
集
出
荷
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
、地
域
の
家
畜
改
良

意
欲
の
高
揚
や
、飼
養
管
理
技
術

の
向
上
と
普
及
に
努
め
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
共
進
会
に
は
、延
べ
70
頭

が
出
品
。上
位
入
賞
牛
は
県
共
進

会
の
出
品
牛
候
補
に
な
り
ま
す
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◉

▼
た
だ
こ
号

／
千
葉
啓
克（
迫
町
）

◉

▼
１
区（
若
雌
の
１
）

＝
か
っ
ち
ゃ
ん
号
／
大
立
目
敏
夫

（
米
山
町
）▼
２
区（
若
雌
の
２
）＝

よ
し
号
／
石
川
信
喜（
南
方
町
）▼

３
区（
経
産
）＝
た
だ
こ
号
／
千
葉

啓
克（
迫
町
）▼
４
区（
高
等
登
録

群
）＝
米
山
町
和
牛
改
良
組
合（
み

つ
き
ほ
り
き
た
号
／
佐
藤
浩
志
、

ま
き
ほ
り
き
た
号
／
佐
藤
浩
志
▼

５
区（
父
系
群
）＝
中
田
町
和
牛

改
良
組
合（
ぷ
ろ
み
す
号
／
Ｎ・Ｏ・

Ａ
、ふ
く
よ
せ
号
／
佐
藤
武
彦
、は

る
こ
い
し
号
／
五
十
嵐
隆
敏
）

◉

▼
１
区（
若
雌
の
１
）＝

は
る
号
／
佐
藤
三
男（
中
田
町
）、

み
よ
３
号
／
小
野
寺
正
人（
迫
町
）

▼
２
区（
若
雌
の
２
）＝
い
ね
号
／

船
島
一
芳（
中
田
町
）、ぷ
ろ
み
す

号
／
Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ
▼
３
区（
経
産
）

＝
あ
い
し
げ
号
／
佐
藤
伸（
豊
里

町
）、か
つ
た
だ
よ
し
号
／
Ｓ
Ｕ
Ｔ

Ｏ・Ｇ
・
Ｆ（
中
田
町
）▼
４
区（
高

等
登
録
群
）＝
豊
里
町
和
牛
改
良

組
合（
ゆ
り
こ
号
／
中
川
弘
明
、ゆ

り
も
ん
号
／
中
川
弘
明
▼
５
区

（
父
系
群
）＝
迫
町
和
牛
改
良
組

合（
か
つ
し
お
り
号
／
佐
藤
修
、

も
も
ひ
ろ
号
／
星
正
俊
、る
ぺ
ん

号
／
守
屋
慶
市

◉

▼
１
区（
若
雌
の
１
）

＝
ゆ
り
み
号
／
伊
藤
弘
志（
中
田

町
）、か
つ
ひ
さ
ひ
ろ
号
／
佐
瀬
正

一（
南
方
町
）、ゆ
ず
号
／
只
野
徳
一

（
南
方
町
）▼
２
区（
若
雌
の
２
）＝

も
も
ひ
ろ
号
／
星
正
俊（
迫
町
）、

る
ぺ
ん
号
／
守
屋
慶
市（
迫
町
）、

ゆ
り
こ
号
／
中
川
弘
明（
豊
里
町
）

▼
３
区（
経
産
）＝
ひ
ろ
ゆ
り
号
／

守
屋
和
典（
迫
町
）、み
つ
き
ほ
り
き

た
号
／
佐
藤
浩
志（
米
山
町
）、な

な
号
／
阿
部
寿（
石
越
町
）▼
４
区

（
高
等
登
録
群
）＝
南
方
町
和
牛
改

良
組
合（
み
ず
き
号
／
高
橋
清
範
、

か
す
み
号
／
高
橋
清
範
）▼
５
区

（
父
系
群
）＝
南
方
町
和
牛
改
良
組

合（
よ
し
号
／
石
川
信
喜
、ゆ
き
号

／
遠
藤
一
彦
、ひ
で
よ
し
ひ
ら
号

／
大
久
保
榮
志
）

◉

▼
第
１
位
＝
中
田
町
和

牛
改
良
組
合
▼
第
２
位
＝
迫
町
和

牛
改
良
組
合
▼
第
３
位
＝
南
方
町

和
牛
改
良
組
合

❶
❷

❸

❶
❷
❸

☎
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☎

▶

㊊
 ☎

㊋
☎

㊋
 ☎

㊌
 ☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

市
は
、心
の
健
康
を
大
切
に
考

え
る
輪
を
広
げ
な
が
ら
、お
互
い

に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、こ
こ
ろ
の
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

市
役
所
南
方
庁
舎

下
記
開
催
日
の
午
前
10
時

〜
11
時
45
分心

の
健
康
づ
く
り
を
応

援
し
た
い
人
や
再
受
講
し
た
い
人

先
着
35
人

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
連
絡
く
だ
さ
い

８
月
31
日（
金
）市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

糸kenkosuisin@
city.tom

e.m
i

yagi.jp

　

☎

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊐ ☎ ☎
◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

㊌ し ょ う じ わたる

㊌

㊊ な る

㊋ か お り

㊋ か お り

　

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
、９
月
30
日

ま
で
で
す
。新
し
い
被
保
険
者
証

は
、９
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で
郵

送
し
ま
す
。届
い
た
ら
、古
い
被
保

険
者
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

返
却
は
不
要
で
す
。

加
入
者
全
員
分
の
被

保
険
者
証
が
あ
る
か
、住
所
、氏

名
、生
年
月
日
の
記
載
に
誤
り
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
学
生
用
の
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
い
る
人
で
、学
校
を
辞
め
た
り

変
わ
っ
た
り
し
た
人
や
、社
会
保

険
に
加
入
・
離
脱
す
る
な
ど
し
た

人
は
、最
寄
り
の
総
合
支
所
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。手
続
き
に
必

要
な
書
類
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
保
険
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

㊍ ㊎
㊍ ㊎

㊌
㊍ ㊎
㊍ ㊎

㊍ ㊎
㊍ ㊎

㊌
❶ ㊍ ㊎
❷ ㊌ ㊍

❶
❷

南方住民情報センター（南方庁舎 2階）
市民または市内に勤務している人（各講座 18 人）
情報センターのパソコンまたは所有のパソコン。スマートフォン、タブレットは持参してください

参加者の受講テキスト代などで千円程度（講座により若干変わります）　
南方住民情報センター「るるぱ」☎0220（58）5557

　　　　　　　　　　　（開館日：火～日、祝日／午前 9時～午後 5時）

☎
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迫
　北方小学校の「コミュニティ・スクール」の合宿通学は７
月１～４の４日間、北方公民館で開かれ、北方小学校（菅原
克
かつ

也
や

校長、児童188人）４～６年生の37人が参加し、公民館
で集団生活しながら小学校に通学しました。
　合宿では、地域住民の協力で星空観察や郷土料理「はっ
と」作りなどを体験したほか、長沼温泉の源泉をたき火で沸
かしたドラム缶風呂に挑戦。不安げな表情だった児童も、お
湯に入ると「気持ちいい」と笑顔を見せていました。

登米
　「登米地区防災福祉マップ研修会」（登米市社会福祉協
議会登米支所主催）は７月４、18、25 の３日間、登米公民
館で開かれ、約150人が参加しました。
　研修会は自分の地域を知り、災害の課題や特徴、対応な
どの情報を共有することが目的。参加者はグループに分
かれ、地図上にマーカーで記入したり、シールを貼ったり
して、危険箇所や避難ルートなどを確認しながら、話し合
い、防災への意識をより一層高めていました。

東和
　東和地区３小学校の５年生を対象とした「東和地区三校
合同交流体験活動」（同実行委員会主催）は７月22～24の
３日間、栗原市花山にある国立花山青少年自然の家で開か
れました。
　交流体験には各小学校から39人が参加し、初めて顔を合
わせた児童らは、お互いに声を掛け合いながら、野外炊飯や
沢登りなどに挑戦。キャンプファイヤーでは、たき火を囲ん
でダンスやゲームをしながら親睦を深めました。

中田

豊里
　「第33回子ども綱引き大会」（豊里町子ども会育成会連合
会主催、遠藤たえ子

こ

会長) は６月24日、豊里公民館大ホール
で開かれ、参加した子どもたちが熱戦を繰り広げました。
　今年は９行政区から14チーム、総勢98人の児童が出場。
力を振り絞りながら、気持ちを一つに綱を引き合う児童に、
会場から大きな声援と拍手が送られました。予選リーグを
勝ち抜いた上位８チームが決勝トーナメントに進み、下町・
クローバー子ども会が優勝しました。

石越
　「動物ふれあい教室」（県登米保健所主催）は７月３日、石
越幼稚園（佐々木靜

せい

園長、園児50人）で開かれ、園児はイヌ
やウサギなどと触れ合い、楽しいひとときを過ごしました。
　教室は、子どもたちが動物と触れ合うことで、動物の習性
や正しい飼い方、命の大切さについて学び、生き物を愛する
心を育むことが目的。園児は、県動物愛護センター職員から
動物の触り方や餌のあげ方を教わりながら、抱いたり、なで
たりし、終始笑顔があふれていました。

津山
　「ＢＲＴの道を歩こう！津山ＢＲＴウオーキング」（市、津
山地域振興会主催）は６月30日に開かれ、翌日に供用開始
する柳津駅から陸前横山駅間のバス高速輸送システム専用
道を約150人が歩きました。
　つやま幼稚園、杉の子保育所園児の応援と、つやま打

うち

囃
ばや

子
し

保存会の力強い太鼓の音を背に、出発した参加者は4.8㌔
㍍をウオーキング。強い日差しの中、流れる汗を拭きながら
完歩した参加者には、矢羽細工の完歩証が交付されました。

米山
　米山地区３小学校の４～６年生を対象とした「林

りんかんがっこう

間楽校」
（中津山公民館、米山公民館、吉田公民館主催）は８月１、２
の両日、栗原市花山にある国立花山青少年自然の家で開か
れ、各小学校から54人が参加しました。
　林間楽校は、児童の交流や集団生活に慣れることなどを
目的に毎年開催。初めは戸惑いがちだった児童も、大自然の
中でキャンプファイヤー、沢登りや風鈴作りなどを体験し、
集団生活の中で友達や自然の大切さを学びました。

南方
　「大嶽山観音堂公開芸能祭」（おおたけさん讃和会主催）は
７月15日、大嶽山興福寺神楽殿で開かれ、約450人の見物
客が訪れました。
　芸能祭は、南方地区をはじめ市内の子どもたちの民俗芸
能の発表の場を設けたいと、地域住民が主体になり初めて
開催。アジサイが咲き誇る会場で、南方地区の小学生による
神楽や大黒舞、津山地区の小学生による獅子舞など、11団
体、115人が演目を披露し、見物客の目を楽しませました。

TOWNS TOPICS

　若い世代を中心に活動する中田町上沼のよさこいダンス
チーム「舞

ぶ

姿
し

道
どう

みろく」（織田義
よし

之
ゆき

代表）は６月23、24の両日、
秋田県秋田市で開かれた「第21回ヤートセ秋田祭」で、気迫
あふれる熱演を披露し、準大賞を受賞しました。
　同チームは現在、10月に仙台市で開かれる「みちのくＹＯ
ＳＡＫＯＩ祭り」に向け練習中。織田代表は「今後もよさこい
を通し、市内外で幅広く活動しながら、登米市をアピールし
ていきたい」と話していました。
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Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　昨年度から、市内の４、５歳児が在籍する保育所や幼稚園
などで、フッ化物を使ってうがいをしています。本年度は、16
施設の子どもたちが、音楽に合わせて楽しくフッ化物うがい
に取り組んでいます。
　フッ化物は子どもの歯質を強化し、むし歯の原因菌の活動
を弱める効果があります。４、５歳からは、永久歯が生え始ま
る大切な時期ですが、むし歯が急増する時期でもあるので、
しっかり予防しましょう。

市民生活部健康推進課（健康推進係）
 ☎0220（58）2116

９月６日（木）～９日（日）
午前９時30分～午後５時（９日は午後３時まで）

登米祝祭劇場（小ホール）
無料

「かわうそ３きょうだい とらのまき」あべ 弘士／作
「やさしいたんぽぽ」安房 直子／ぶん、南塚 直子／え

９月６日（木）～９日（日）▶午前の部
＝午前９時 30分～正午▶午後の部＝午後３時～５
時（８日、９日は午前のみ）

宮城県図書館選定図書の展示

❶「ぬり絵とおり紙であそぼう」９月８日（土）午後
１時～３時

❷「お楽しみ抽選会」９月９
日（日）午後２時15分（抽選
で20人に作者サイン入り絵
本をプレゼント）

迫図書館
☎0220（22）9820
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Dream
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2018年１月19日生まれ
迫町・萩洗　春紀さんの次男

くん（７カ月）

わが家の次男です。これから、お兄ちゃ
んと仲良く元気にたくさん大きくなっ
てね。早く一緒に遊ぼうね。

Young
Monthly Hot Communication

　161㌢でＯ型です。
　石巻市にある乳幼児保育園ミル

クで働いています。高校を卒業後、保育士に
なるために短大へ進学しましたが、実はピア
ノが全く弾けませんでした。音楽の授業だけ
では上達しないと思い、短大近くのピアノ教
室に２年間通い、休み時間などの空いてる時
間もピアノに触っていたら弾けるようにな
りました。保育園の行事で子どもたちが歌う
機会が多いので、今でもピアノの練習は欠か
せません。

　よく几帳面だと言われます。
保育教材を手作りすることがあるのですが、
子どもたちのことを考えると、どうしても細
かいところまでこだわってしまいますね。自
分が使う物にはそこまでこだわらないので
すが（笑）。

　優しくて趣味が合う人。た
まに甘えさせてくれる包容力のある人がい
いですね。

　体を動かすことです。体力作りと
ダイエットのため、最近スポーツジムに通い
始めました。

　ジム通いしています（笑）。友達と
映画やカラオケ、家族とサクランボ狩りや温
泉などへ行くのも楽しいです。

北海道と京都は、
どちらも中学、高校の修学旅行先でしたが、
大人になった今、あらためて友達と旅行して
みたいですね。

　緑が多くて自然豊
かなところ。津山町は森が多いせいか、水が
とてもおいしいですね。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

Monthly Hot Communication

Child

ちゃん（１歳） ちゃん（３歳） ちゃん（１歳）

2017年５月20日・2015年６月24日生まれ
迫町・横丁　愛里さんの次女・長女
いっぱいけんかもするけど仲良しな二
人。いっぱい笑って泣いて大きくなあ
れ。

2017年１月20日生まれ
中田町・茶畑　邦幸さんの長女
食べるのも遊ぶのも大好き。いつも笑
顔で家族を癒やしてくれています。

技術を身に付けみんなの役に
　ぼくは、理科の学習で電気を使って物を
作ることが好きです。５年生のときに電池
とモーターを使って、車を作ったのが心に
残っています。
　ぼくのおじいさんは、電気工事士です。お
じいさんは、みんなに仕事を頼まれると、壊
れた所をすぐに直して、みんなの生活に不
便が出ないように頑張っています。おじい
さんの仕事ぶりを見て、この仕事は毎日の
生活を快適に過ごすために欠かせないと思
い、電気工事士になりたいと思うようにな
りました。
　ぼくは、この夢を叶えるために、電気工事
関連の高校に入り、専門の大学に進学でき
るように勉強を頑張りたいです。高校や大
学では将来の役に立つような資格も、なる
べくたくさん取りたいと考えています。高
度な技術をたくさん見て、みんなの役に立
つ技術を身に付け、自分の夢を実現したい
と思います。
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仲
人
さ
ん
の
紹
介
で
お
見

合
い
し
た
ね
。

あ
だ
し
よ
り
、母
が
気
に

入
っ
て
ね
。「
あ
の
人
な
ら
文
句
な

し
に
嫁
が
せ
ら
れ
る
」っ
て
。

人
相
よ
く
て
、立
派
な
お
な

ご
だ
ど
思
っ
た
よ
。

体
格
よ
す
ぎ
で
、や
ん
だ

な
っ
て
思
っ
た（
笑
）。

今
で
は
笑
っ
て
話
せ
る
け

ど
、大
し
た
苦
労
が
あ
っ
た
の
さ
。

家
を
建
で
ね
げ
ね
っ
て
い
う
頭
が

あ
っ
た
が
ら
、田
植
え
時
期
が
終
わ

る
ど
、11
月
末
ま
で
山
形
さ
３
年
間

出
稼
ぎ
に
行
っ
た
り
ね
。

「
ふ
る
さ
と
登
米
市
を
思
う
」

　

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
一
家

が
、あ
の
大
東
亜
戦
争
に
よ
っ
て

一
変
し
ま
し
た
。父
は
戦
死
、母
は

５
人
の
子
ど
も
を
抱
え
夢
中
で
働

い
た
結
果
、体
を
壊
し
、私
が
小
学

３
年
の
と
き
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

き
ょ
う
だ
い
共
に
途
方
に
暮
れ
ま

し
た
が
、幸
い
に
も
、祖
父
が
育
て

て
く
れ
ま
し
た
。祖
父
の
し
つ
け

が
と
て
も
厳
し
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

１
９
５
６（
昭
和
31
）年
に
中
学

を
卒
業
。３
年
間
農
業
を
手
伝
い
、

18
歳
の
と
き
に
家
を
出
ま
し
た
。

祖
父
は
家
を
出
る
こ
と
に
反
対
で

し
た
が
、鉄
工
所
で
の
仕
事
を
友

人
か
ら
世
話
し
て
も
ら
い
、埼
玉

県
川
口
市
で
働
く
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。い
ざ
、古
里
登
米
を
離
れ

る
と
き
は
、本
当
に
寂
し
く
つ
ら

い
思
い
で
し
た
。

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、豊
里
地
域
産
物
活
用

施
設「
産
直
が
ん
ば
る
館
」の
志
賀

元げ
ん

一い
ち

組
合
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

こ
こ
は「
道
の
駅
」で
は
な
く
、

本
当
の
駅
と
い
う
こ
と
が
特
徴
で

す
ね（
笑
）。Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線「
陸
前

豊
里
駅
」の
駅
舎
内
に
あ
り
、Ｊ
Ｒ

の
乗
車
券
や
特
急
券
、新
幹
線
な

ど
の
指
定
席
が
購
入
で
き
ま
す
。

宅
配
便
も
扱
っ
て
い
る
の
で
、お

盆
で
帰
省
し
た
人
が
、こ
こ
で
野

菜
な
ど
の
お
土
産
を
買
っ
て
箱
詰

め
し
て
送
り
、翌
日
に
は
自
宅
ま

で
届
け
ら
れ
る
の
が
便
利
と
い
う

話
も
聞
き
ま
す
ね
。

　

ト
マ
ト
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
葉

物
野
菜
が
お
勧
め
で
す
。特
に
ト

マ
ト
は
お
勧
め
で
、ほ
ぼ
１
年
を

通
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
人
気
で
す

ね
。時
期
を
ず
ら
し
て
種
を
ま
き
、

出
荷
時
期
を
調
整
し
て
い
る
の

毎
日
忙
し
が
っ
た
が
ら
、寂

し
い
っ
て
思
う
暇
が
な
が
っ
た
よ
。

毎
晩
電
話
も
き
た
し
ね
。

我
慢
強
く
て
働
き
者
。仕
事

は
人
一
倍
や
る
が
ら
ね
。

優
し
い
ん
だ
げ
ど
、短
腹
な

ど
ご
も
あ
る
ね
。

け
ん
か
し
ね
え
ご
ど
だ
ね
。

夫
を
立
て
る
と
丸
く
収
ま
っ
か
ら

（
笑
）。

け
ん
か
し
よ
う
ど
す
っ
か

げ
で
も
、乗
っ
て
こ
ね
な（
笑
）。

二
人
で
温
泉
旅
行
か
な
。う

め
え
も
の
食
っ
て
、行
き
た
い
ど
ご

に
行
く
、こ
れ
が
し
た
い
こ
と
だ
ね
。

う
め
え
も
の
食
っ
て
温
泉
に
入
っ
ぺ
し

　

川
口
市
で
は
、ま
ず
言
葉
の
壁

に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。東
北
な
ま

り
は
な
か
な
か
直
せ
ま
せ
ん
。先

輩
か
ら
ば
か
に
さ
れ
、笑
わ
れ
、怒

ら
れ
、つ
ら
い
日
々
。し
か
し
、２

年
３
年
た
ち
、仕
事
に
も
慣
れ
て

く
る
と
、考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。

「
こ
ら
」と
怒
る
こ
と
を「
こ
の
つ

つ
こ
」、早
く
や
れ
を「
び
ら
び
ら

ど
」、早
く
行
こ
う
を「
早
く
あ
べ
」

な
ど
、方
言
で
み
ん
な
を
楽
し
ま

せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。言
葉
を

苦
に
し
て
い
た
自
分
が
お
か
し
く
、

生
ま
れ
故
郷
を
自
信
を
持
っ
て
語

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

仕
事
は
30
歳
で
独
立
。経
済
の

荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
、老
骨
に

む
ち
を
打
ち
、現
役
で
や
っ
て
い

ま
す
。62
歳
の
と
き
に
近
所
の
人

か
ら
三
味
線
を
勧
め
ら
れ
、習
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。初
め
は
三
味

線
が
膝
か
ら
す
べ
り
落
ち
、弾
く

ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、や
り
出
し
た
か
ら
に
は
、弾
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
頑
張
り
ま

し
た
。２
年
目
か
ら
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
施
設
な
ど
で
演
奏

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。現
在

は
、亡
き
先
生
に
代
わ
り
、月
３
回
、

公
民
館
で
演
奏
を
教
え
て
い
ま
す
。

三
味
線
を
聴
い
て
く
れ
る
皆
さ
ん

の
笑
顔
を
見
て
、自
分
も
楽
し
く
、

人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
ん
な
い

い
こ
と
は
な
い
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

で
、11
月
ま
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
秋
に
向
け
て
、ナ
ガ

イ
モ
、ゴ
ボ
ウ
、ニ
ン
ジ
ン
、ニ
ン

ニ
ク
な
ど
の「
根
っ
こ
物
」も
出
て

き
ま
す
。ナ
ガ
イ
モ
は
一
般
的
な

も
の
よ
り
粘
り
が
強
く
、味
が
濃

厚
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

豊
里
地
域
産
物
活

用
施
設「
産
直
が
ん
ば
る
館
」

☎
０
２
２
５（
７
６
）６
２
０
１

●
10
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、８
月
31
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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登
米
市
振
興
協
同
組
合
は
、２

割
増「
と
め
っ
こ
マ
ネ
ー
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」を
販
売
し
ま
す
。

９
月
20
日（
木
）午
前

9
時
〜
午
後
3
時

５
０
０
セ
ッ
ト（
な

く
な
り
次
第
終
了
）▼
１
セ
ッ
ト

５
千
円（
千
円
券
６
枚
）

※
１
人
2
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可
。

購
入
は
16
歳
以
上
に
限
り
ま
す

（
年
齢
が
確
認
で
き
る
身
分
証
明

書
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
）。

※
代
理
購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

登
米
中
央
商
工
会
・

み
や
ぎ
北
上
商
工
会
・
登
米
み
な

み
商
工
会
の
本
所
、各
支
所

商
品
券
の
利
用
先

は
、購
入
場
所
の
商
工
会
地
域
限

定
で
す
。利
用
す
る
加
盟
店
の
あ

る
商
工
会
で
購
入
く
だ
さ
い

９
月
20
日（
木
）〜
平

成
31
年
２
月
28
日（
木
）

登
米
市
振
興
協
同

組
合（
登
米
中
央
商
工
会
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

み
や
ぎ
北
上
商
工
会

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

登
米
み
な
み
商
工
会

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
３
１

❶
９
月
12
日（
水
）運
動
会

ご
っ
こ
❷
10
月
６
日（
土
）運
動
会

❸
10
月
24
日（
水
）散
歩
❹
11
月
７

日（
水
）リ
ズ
ム
遊
び
❺
12
月
５
日

（
水
）リ
ズ
ム
遊
び
❻
12
月
21
日

（
金
）ク
リ
ス
マ
ス
会
❼
平
成
31
年

１
月
９
日（
水
）お
楽
し
み
会
❽
１

月
23
日（
水
）ゲ
ー
ム
遊
び
❾
２
月

６
日（
水
）触
れ
合
い
遊
び
10
３
月

１
日（
金
）ひ
な
ま
つ
り
会

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

（
❷
の
み
午
前
９
時
か
ら
）

南
方
保
育
所（
❶
❷
は
南

方
総
合
運
動
場
体
育
館
）

就
学
前
の
乳
児
・
幼
児南方

保
育
所

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
３
８

て
、各
町
域
に
消
防
団
員
が
待
機

し
て
い
ま
す
。

９
月
９
日（
日
）午
前
８
時

〜
午
後
０
時
30
分

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

９
月
23
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
３
時

陸
上
自
衛
隊
仙
台
駐
屯
地

（
仙
台
市
宮
城
野
区
南
目
館
１
―

１
）

▼
観
閲
式
▼
観
閲
行
進
▼

各
種
展
示
▼
戦
車
搭
乗
体
験
▼
音

楽
隊
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

無
料

※
詳
し
く
は
、東
北
方
面
隊
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
北
方
面
総
監
部

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

９
月
13
日（
木
）午
前
９
時

45
分
〜
11
時

白
鳥
ゆ
め
っ
子
園

１
歳
〜
３
歳
未
満
児

運
動
会
ご
っ
こ
遊
び

白
鳥

ゆ
め
っ
子
園

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
０
８

　

南
方
保
育
所
は
、未
入
園
児
で

も
保
育
所
で
遊
べ
る「
未
入
園
児

フ
レ
ン
ズ
デ
ー
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
５
日
前
ま
で

◉❶
ワ
ー
ド

９
月
11
日（
火
）

❷
エ
ク
セ
ル９

月
18
日（
火
）

受
講
日
前
日
ま
で

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ーＮ

Ｐ

Ｏ
法
人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み
や

ぎ☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

　

親
子
で
体
験
保
育
が
で
き
ま

す
。希
望
者
は
、３
日
前
ま
で
に
電

　　　

市
内
９
支
団
か
ら
約
７
０
０
人

の
団
員
が
参
加
し
、日
頃
の
訓
練

で
身
に
付
け
た
消
防
技
術
の
成
果

を
披
露
し
ま
す
。訓
練
種
目
は
、小

隊
訓
練
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
２

種
目
で
す
。見
学
が
で
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、災
害
時
の
対
応
と
し

広
報
室

☎
０
２
２（
２
３
１
）１
１
１
１

　
「
第
40
回
少
年
の
主
張
登
米
地

区
大
会
・
第
56
回
登
米
市
中
学
校

弁
論
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。市
内

各
中
学
校
か
ら
２
人
の
代
表
が
参

加
し
、日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
、未

来
に
向
け
て
の
夢
や
希
望
な
ど
を

発
表
し
ま
す
。

９
月
14
日（
金
）午
前
９
時

〜
午
後
０
時
20
分

佐
沼
中
学
校（
体
育
館
）

無
料

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

日
本
画
、洋
画
、書
、

写
真
、工
芸
の
５
部
門

自
由県

内
在
住
で
60
歳
以

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

１
作
品
＝
５
０
０

円

各
部
門
１
人
１
点

10
月
31
日（
水
）

宮
城
県
美
術
館（
県

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

11
月
29
日（
木
）〜
12

月
２
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４

時
30
分

無
料

宮
城

県
社
会
福
祉
協
議
会（
い
き
が
い

健
康
課
）

☎
０
２
２（
２
２
３
）１
１
７
１

９
月
16
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

先
着
30
人

９
月
10
日（
月
）

消
防
署
、各
出
張
所

に
あ
る
受
講
申
込
書
を
提
出
す
る

か
、電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

◉

】９
月
23
日（
日
）午

前
10
時
〜
正
午
／
東
和
町
内（
詳

細
に
つ
い
て
は
、問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

▶
▶
▶

☎

●

　▶
　▶
　▶

  
　▶
　▶
　▶

　  　　

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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▼
コ
ー
ス

▼
迂
回
路

▼
㋐
〜
㋗
の
場
所
で
は
、交
通
指

導
隊
員
が
誘
導
し
ま
す
▼
午
前

９
時
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
、

コ
ー
ス
内
に
車
両
は
入
れ
ま
せ

ん
。迂う

回か
い

路
を
利
用
く
だ
さ
い

▼
指
定
駐
車
場（
中
田
中
学
校
、セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
登
米
中
田
町
宝
江

店
裏
の
駐
車
場
）以
外
に
は
、車
両

を
止
め
な
い
で
く
だ
さ
い

南
方
中
学
校（
担

当
＝
高
橋
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
１
４

　

消
防
本
部
は
、幼
年
期
か
ら
防

火
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て

㊏

㊐

◉

☎

㊍

㊐

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

㊍
～
㊏

◉

☎

㊏
～
㊊

◉

☎

㊍

◉

☎

㊐

◉

☎

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
古
川
・
築
館
・
迫

の
三
所
合
同
に
よ
る「
障
害
者
就

職
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す
。

９
月
26
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分（
受
付
開
始
＝

午
後
１
時
）

大
崎
市
古
川
総
合
体
育
館

（
大
崎
市
古
川
旭
４
―
５
―
２
）

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
し
て
い
る
障
が
い
者（
未
登

録
の
人
は
、事
前
に
相
談
く
だ
さ

も
ら
う
た
め
、ド
ラ
ム
や
シ
ン
バ

ル
な
ど
の
幼
年
消
防
用
鼓
笛
隊

セ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

購
入
に
当
た
っ
て
は
、一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝

く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
は
７
月
19
日
に

石
越
幼
稚
園
に
交
付
さ
れ
、各
種

イ
ベ
ン
ト
や
防
火
思
想
の
普
及
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

【

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　　

市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
は
、

中
田
総
合
体
育
館（
な
か
だ
ア

リ
ー
ナ
）を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地

点
と
す
る
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま

す
。当
日
は
、左
記
区
間
の
道
路
を

交
通
規
制
し
ま
す
の
で
、コ
ー
ス

付
近
を
通
行
す
る
場
合
は
、十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

９
月
６
日（
木
）午
前
９
時

〜
午
後
０
時
30
分
▼
女
子
＝
午
前

９
時
30
分
ス
タ
ー
ト
▼
男
子
＝
午

前
11
時
ス
タ
ー
ト

※
雨
天
決
行
。台
風
な
ど
の
悪
天

候
時
は
、９
月
７
日（
金
）に
延
期
。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

い
）▼
平
成
31
年
３
月
に
支
援
学

校
な
ど
を
卒
業
す
る
予
定
の
障
が

い
者

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
古

川
・
築
館
・
迫
管
内
40
社（
予
定
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
迫

（
求
人
・
専
門
援
助
部
門
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

　　

本
年
10
月
１
日
を
基
準
日
に
、

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、住
生
活
に
関

す
る
重
要
な
も
の
で
、全
国
約

３
７
０
万
世
帯
を
対
象
と
し
た
大

規
模
な
調
査
に
な
り
ま
す
。調
査

は
、対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
統
計

調
査
員
が
訪
問
し
、調
査
書
類
を

配
布
し
ま
す
。調
査
へ
の
回
答
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
調
査
票

に
記
入
す
る
方
法
で
お
願
い
し
ま

す
。

企
画
部
企
画
政
策

課（
企
画
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
、私
た

ち
の
清
ら
か
な
生
活
環
境
の
破
壊

に
つ
な
が
り
、法
律
で
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。違
反
し
た
場
合
は
、

懲
役
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
や
県
で
は
、看
板
の
設
置
や

　

本
年
３
月
５
日
か
ら
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
使
用
し
て
市
区
町
村
お

よ
び
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
、国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
、国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
の
申
請
や
老
齢

基
礎
年
金
の
請
求
の
手
続
き
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
手
続
き
を
す

る
場
合
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

で
き
る
書
類
、本
人
の
身
元
が
確

認
で
き
る
書
類
を
市
区
町
村
ま
た

は
、年
金
事
務
所
の
窓
口
に
提
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
困
難

な
場
合
は
、引
き
続
き
基
礎
年
金

番
号
を
使
用
し
て
各
種
手
続
き
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付（
変
更
）申
出
書
な
ど
、一
部
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
で
き
な
い
手

続
き
も
あ
り
ま
す
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
実
施
に

よ
り
、不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
が
、不
法
投
棄
は
な
か

な
か
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
登
米
市
の

環
境
を
、子
ど
も
た
ち
に
残
す
た

め
、不
法
投
棄
を「
し
な
い
」「
さ
せ

な
い
」「
許
さ
な
い
」と
い
う
意
識

を
持
ち
、不
法
投
棄
を
根
絶
し
ま

し
ょ
う
。

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

下田中53番地8
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◉

９
月
19
日（
水
）午
後
１
時

〜
４
時

◉

ト
ラ
ウ
マ
に
対
応
す
る

方
法

９
月
19
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

県
登
米
保
健
所

９
月
13
日（
木
）ま
で

に
、電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い県

東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

０
２
２
０（
２
２
）９
２
４
２

死et-tm
thbbs@

pref.m
iyagi.lg.jp

　

子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
に
経
験

豊
か
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密

は
守
り
ま
す
。市

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

面
接
相
談
、電
話
相

談
と
も
要
電
話
予
約

月
〜
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

市
教
育
研

究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

10
月
４
日（
木
）午
後
１
時

〜
４
時

【
場
所
】登
米
合
同
庁
舎（
２
０
２

会
議
室
）中

小
企
業
、個
人
事
業
者

間
の
問
題

９
月
27
日（
木
）み

や

ぎ
産
業
振
興
機
構

０
１
２
０（
４
１
８
）６
１
８

　

県
は
、賃
金
や
勤
務
時
間
な
ど

の
労
働
条
件
、解
雇
、パ
ワ
ハ
ラ
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て
、県
民
の
相
談

分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時
30
分

【

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金

事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

県
は
、性
暴
力
被
害
者
か
ら
相

談
を
受
け
、希
望
に
応
じ
た
支
援

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
拠
点
と

し
て「
性
暴
力
被
害
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
宮
城
」を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、電
話
や
面
接
に

よ
る
相
談
、警
察
や
医
療
機
関
へ

の
付
き
添
い
、被
害
に
伴
う
受
診

費
用
の
助
成
、警
察
へ
の
届
け
出

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
４

　

年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
。前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

】９
月
27
日（
木
）午
前
９
時
30

に
対
応
す
る
た
め
に「
労
働
相
談

窓
口
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

県
労
働
相
談
窓
口

☎
０
２
２（
２
１
４
）１
４
５
０

（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

生
活
の
悩
み
、心
配
ご
と
を
専

門
知
識
を
持
つ
支
援
員
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
り
ま
す
。な
お
、出
張
相

談
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

く
ら
し
・
し

ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
と
も
ま
ち
登

米

９
月
20
日（
木
）❶
午
前
10

時
〜
11
時
❷
午
後
２
時
〜
３
時

（
内
容
は
同
じ
）

迫
公
民
館
大
会
議
室

佐
沼
税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

　

県
は
、市
町
村
と
協
働
で
地
方

税
収
を
確
保
す
る
た
め
、宮
城
県

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
を
設
立

し
、今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。４
月
か
ら
は
、県
北
部
で
の
効

率
的
な
滞
納
整
理
を
実
施
す
る
た

め
、県
登
米
合
同
庁
舎
内
に
登
米

市
駐
在
を
設
置
。市
町
村
か
ら
引

き
継
ぎ
を
受
け
た
案
件
に
つ
い

て
、徹
底
し
た
財
産
調
査
と
差
し

押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
実
施

し
、滞
納
額
の
縮
減
を
目
指
し
ま

す
。

】県
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
・
徴
収
第
二
グ
ル
ー
プ（
登

米
市
駐
在
）

☎
０
２
２
０（
４
１
）０
０
４
３　

10
月
10
日（
水
）午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
30
分

市
役
所
迫
庁
舎（
２
階
大

会
議
室
）

事
業
を
営
ん
で
い
る
人

❶
経
営
セ
ミ
ナ
ー
❷
事
業

承
継
セ
ミ
ナ
ー
、信
用
保
証
制
度

の
説
明
、個
別
相
談
会

※
個
別
相
談
会
に
つ
い
て
は
希
望

者
の
み
。先

着
50
人

無
料10

月
４
日（
木
）

※
申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
宮

城
県
信
用
保
証
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
信
用
保
証

協
会
経
営
支
援
部
経
営
支
援
課

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
２
３
０

　

市
は
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
て

く
る
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報

を
、防
災
行
政
無
線
な
ど
で
確
実

に
伝
え
る
た
め
、情
報
伝
達
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

８
月
29
日（
水
）午
前
11
時

こ
ろ

❶
防
災
行
政
無
線
で

の
一
斉
放
送
❷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
放
送
❸
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
で
の
配
信

※
❷
に
つ
い
て
は
、緊
急
告
知
ラ

（平成30年７月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,598 10,009 10,580 20,589 （▲13）

登米 1,803 2,337 2,524 4,861 （▲8）

東和 2,372 3,136 3,276 6,412 （▲12）

中田 5,091 7,655 7,998 15,653 （▲7）

豊里 2,139 3,280 3,353 6,633 （▲3）

米山 2,817 4,489 4,668 9,157 （▲9）

石越 1,586 2,440 2,465 4,905 （▲14）

南方 2,694 4,237 4,419 8,656 （6）

津山 1,166 1,587 1,727 3,314 （▲13）

合計 27,266 39,170 41,010 80,180 （▲73）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

安全で安心して暮らせる登米市の実現

　
～高齢者の事故防止～

　秋の交通安全県民総ぐるみ運動は９月21日（金）から
30日（日）までの10日間となります。

（平成30年７月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H30 H29 増減数

人身事故
発生件数 102件 116件 ▲14件

死者数 ３人 ２人 １人

負傷者数 126人 154人 ▲28人

物損事故
発生件数 953件 890件 63件

※平成30年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.05 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

ジ
オ
で
も
同
様
の
内
容
が
最
大
音

量
で
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

総
務
部
防
災
課

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

が
ん
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
専

従
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

月
〜
金
曜
日（
休
日
、

祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
相
談
く
だ
さ
い

宮
城
県
対

が
ん
協
会

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
５
６
０

０
２
２（
２
６
３
）１
５
４
８

死zaitaku-gan@
m
iyagi-taigan.

or.jp

　

離
婚
、セ
ク
ハ
ラ
、家
族
の
悩
み

ご
と
な
ど
、人
間
関
係
で
悩
む
女

性
の
た
め
の
面
接
相
談
お
よ
び
講

座
を
開
催
し
ま
す
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
人
の
支
援

な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。相
談

は
無
料
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
し
ま
す
。

▼
月
〜
金
曜
日
＝
午

前
10
時
〜
午
後
８
時
▼
土
曜
日
＝

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
日
曜
、祝

日
、年
末
年
始
を
除
く
）

け
や
き
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

０
１
２
０（
５こ

こ

ろ

５
６
）４フ

ォ

ロ

ー

６
０

県
環
境
生
活
部
共

同
参
画
社
会
推
進
課（
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
６
７

９
月
28
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

㊍
㊍
㊍

㊍
㊌
㊍

広
報
と
め
８
月
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。▼
５
㌻【
市
小
学
校
陸

上
競
技
大
会
】女
子
走
り
高
跳
び

佐
々
木
美
紗
希
さ
ん
の
順
位
＝
①

▼【
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

県
選
考
会
】女
子
走
り
高
跳
び
④

佐
々
木
さ
ん
の
名
前
＝
美
紗
希
さ

ん

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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階
以
上
に
避
難
で
き
ま
す
か
。ど

こ
ま
で
浸
水
す
る
か
想
定
で
き
ま

す
か
。近
く
に
避
難
で
き
る
丈
夫

な
２
階
以
上
の
建
物
は
あ
り
ま
す

か
。

　

今
回
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、

堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
、市
民
一
人
一
人
が

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。い
ざ

と
い
う
時
に
身
を
守
る
行
動
が
で

き
る
よ
う
に
、あ
ら
か
じ
め
職
場

や
家
庭
で
、安
全
な
避
難
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　　

大
雨
に
よ
る
洪
水
の
発
生
に
備

え
、市
で
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た
。今
年
４
月

に
全
戸
配
布
し
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、堤
防
が

決
壊
し
た
場
合
、浸
水
の
恐
れ
が

あ
る
場
所（
浸
水
想
定
区
域
）を
、

浸
水
の
深
さ
に
応
じ
て
色
分
け
し

て
い
ま
す
。ま
た
、避
難
時
の
心

得
、過
去
の
水
害
情
報
、緊
急
連
絡

先
や
避
難
所
な
ど
に
つ
い
て
も
表

示
し
て
い
ま
す
。

※避難情報が発令された場合はもちろんの
こと、発令される前でも危険を感じた場合
は、適切な避難行動により身の安全を確保し
てください。

登米市メール配信サービスに登録するこ
とで防災行政無線、緊急告知ラジオを聞き
逃した場合も、情報を確認することができ
ます。また、市外にいても避難情報を受け
取ることができます。

　

今
年
７
月
に
発
生
し
た「
平
成

30
年
７
月
豪
雨
」。数
十
年
に
一
度

の
重
大
な
大
雨
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
場
合
に
気
象
庁
か
ら
発
表
さ

れ
る「
大
雨
特
別
警
報
」が
11
府

県
に
発
令
さ
れ
、72
時
間
降
水
量

は
、22
道
府
県
の
１
１
９
地
点
で

観
測
史
上
最
大
を
更
新
し
ま
し

た
。河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が

発
生
し
、７
月
31
日
時
点
で
、人
的

被
害
は
死
者
２
２
０
人
、負
傷
者

３
６
９
人
、行
方
不
明
者
９
人
と
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、平
成
に

な
っ
て
最
悪
の
大
雨
災
害
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、

岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
地
区
で
は

８
カ
所
の
堤
防
が
決
壊
。短
時
間

で
水
か
さ
が
増
し
た
た
め
、多
く

の
人
が
逃
げ
場
を
失
い
、自
宅
の

１
階
で
被
災
し
た（
犠
牲
に
な
っ

た
）と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。２
階
以

上
へ
避
難
で
き
れ
ば
、助
か
っ
た

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
く
の
堤
防
が
決
壊
し
た
ら
、

皆
さ
ん
の
自
宅
、職
場
や
大
切
な

人
の
住
ま
い
は
安
全
で
す
か
。２

市は、避難情報を登米市メール配信サー
ビス、緊急速報メール・エリアメール、
緊急告知ラジオ、防災行政無線、ホーム
ページなどでお知らせします。

　

堤
防
が
決
壊
す
る
と
一
気
に
水

か
さ
が
増
し
、避
難
が
困
難
に
な

り
ま
す
。土
砂
災
害
は
す
さ
ま
じ

い
破
壊
力
を
持
ち
、一
瞬
に
し
て

多
く
の
人
命
や
住
宅
な
ど
の
財
産

を
奪
う
恐
ろ
し
い
災
害
で
す
。

　

市
は
、災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
は
、登
米
市
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
や
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

な
ど
で
避
難
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、早
め
の
避
難
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、避
難
情
報
が
出
て
い
な

く
て
も
、危
険
を
感
じ
た
場
合
は

自
発
的
に
避
難
し
、安
全
を
確
保

し
て
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

災
害
が
身
近
に
も
起
こ
り
う
る
こ

と
を
考
え
、日
頃
か
ら
備
え
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

編

集

後

記

▼
今
号
の
特
集
は
健
康
が
テ
ー

マ
。し
か
し
、仕
事
に
追
わ
れ
る

う
ち
に
、ど
ん
ど
ん
自
分
が
不

健
康
に
…
。例
年
以
上
に
暑
い

日
が
続
く
か
ら
こ
そ
、い
つ
も

以
上
に
体
調
管
理
が
必
要
で
す

ね
。私
の
職
場
で
は
、口
内
ヘ
ル

ペ
ス
な
ど
体
調
を
崩
し
て
い
る

人
が
ち
ら
ほ
ら
。忙
し
い
時
こ

そ
、体
調
に
は
な
お
一
層
気
を

付
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
三
浦
）

▼
キ
ュ
ウ
リ
に
は
、取
り
過
ぎ

た
塩
分
を
体
外
に
排
出
し
、血

圧
を
下
げ
る
効
果
の
あ
る
カ

リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

１
日
の
野
菜
接
種
目
標
量
は
、

キ
ュ
ウ
リ（
中
）だ
と
約
４
本

分
。こ
の
時
期
、自
宅
で
も
た
く

さ
ん
採
れ
る
の
で
、大
量
消
費

も
兼
ね
、キ
ュ
ウ
リ
で
健
康
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。（
小
野
寺
）

▼
夏
休
み
の
終
盤
に
宿
題
で
苦

労
す
る
子
ど
も
の
姿
は
、わ
が

家
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し

た
。道
の
駅
津
山
で
開
催
さ
れ

た
親
子
木
工
教
室
を
取
材
し
ま

し
た
が
、宿
題
の
中
で
も
工
作

は
親
が
一
緒
に
考
え
て
手
伝
う

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。私
も
子
ど
も
と
一
緒
に

工
作
を
楽
し
み
ま
す
。（
高
橋
）

　「ダンスに対する苦手意識をなくし、踊る楽し
さを知って欲しい」と笑顔で話す、ダンス講師の
K
き 　 き

ICK-ITさん。
　小学生の頃、地元に伝わる上

かん

町
まち

法印神楽に出会
い、踊ることの楽しさを知る。高校時代から、ダン
スの道を志し、ダンサー歴は17年。東京でバックダ
ンサーや振付師として活動し、25歳の時、横浜市で
開かれたレゲエダンスの大会で日本一になった実
力の持ち主だ。
　ダンスに触れる機会が少ないところで教えたい
という夢と、子どもを伸び伸び育てたいと、2015
年９月、妻子を連れ登米市にＵターン。生活も落ち
着いてきた16年４月、とよさとマイ・タウンクラブ
の協力により「D

ダ ン ス

ANCE S
ス タ ジ オ

TUDIO G
ガ イ ダ ン ス

UIDANCE」を開

いた。今では３歳から19歳まで約50人にダンスを
教えている。地域のイベントが盛り上がると、お祭
りなどにも招待されるようになった。
　７月16日に開かれた塩竈みなと祭のダンスコン
テストで、チームが最優秀賞を受賞。「うちのチー
ムの子が一番生き生きしていた。親ばかですかね」
と目を細める。教え子はわが子同然。大会で踊る姿
は、今までの努力を知っている分、輝いて見え「自
分も頑張らないとなって思います」と語る。
　「ダンスで自己表現ができると、個性が出て自信
につながる。登米市の未来を担う子どもたちに、
もっと自信を持たせてあげたい。やりがいがあり
ますね」ー。そうほほえむKICK-ITさんは、これから
もダンスの楽しさを伝え続ける。

Profi le

☎
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